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遠藤周作文学に一貫するモチーフはキリスト教に対する
西洋と日本との精神風土の異質性にあると思われる。遠藤文学の始まりを告げた「神々と神と」において既に垣間見せているこの問題は、戦後のフランス留学経験を通してさらに深まっており、遠藤のヨーロッパのキリスト教に対する距離感を生み出す原点となっている。
遠藤における〈母なるイエス〉は、このヨーロッパのキ
リスト教に対する距離感への が導き出した〈答え〉であったといえる。言 換えれば、遠藤の〈母なるイエスというテ
l
マは、この〈距離感〉を原動力にしているもの
であり、そこには、常にヨーロッパ キリスト教 存在が意識されているものであるということである。遠藤が『沈黙』のなかで 切支丹時代にさかのぼり、踏絵を通して背教に至った彼らを呼び寄せ、彼らのなかに潜んでいる〈母
なるイエス〉を見出そうとしたのは、偶然踏絵を見たからではない。そこには遠藤の確固たる意図があったと言わざるを得
遠藤における〈母なるイエス〉というテ
I
マ は 、 『 沈 黙 』
を一つの頂点として『深い河」においてその円環を閉じているといえようが、この『沈黙」における、日本の〈踏絵〉を通して見出された〈愛〉と〈許し〉とを基調にする〈キリスト〉は、主人公ロドリゴが「ポルトガルやロ
l
マ、ゴ
アや襖門で幾百四となく眺め きた」、「威厳と誇りをもった基督」の〈顔〉ではなく、多くの日本人に 踏まれたために凹みを摩滅していた」キリストの〈顔〉であり、「痩せこけて疲れ果てていた」キリストの〈顔〉であったのである。このイエス像は、ロドリゴ自身「聖職者たちが教会で教えている神と私の主は別なものだ」と語っ いるように、〈西洋〉のそれとは明らかに異な ものとして設けられているイエス像である。
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この〈西洋のイエス像〉が、長い間、遠藤周作自身が悩
まされた〈距離感〉のあるキリスト像を指すことはいうまでもない。遠藤の「沈黙』におけるこの〈日本のイエス像〉の造型には、対置されている〈西洋のイエス像〉の存在があり、寧ろ、ここにヨーロッパのキリスト教の影響が垣間見える ある。即ち、『沈黙』における〈母なるイエス〉は、西洋におけるキリストという、前提があるが故にこそ生み出されたものである
そして遠藤にとって、この〈西洋〉とは〈一神論〉によっ
て支配される世界であり、対照的 〈日本〉は〈汎神論〉の世界として位置付けられる のである。そのことを踏まえると、かくれ切支丹の〈踏絵〉を通して見出されている遠藤の〈母なるイエス〉は、〈一神論と汎神論〉の緊張関係から生起されたものと看倣し も間違いではないのである 。
その証拠に、遠藤のこの母性的なイエスは、その原像を〈太母元型〉にしていることでも明らかである。遠藤にお
けるこの〈母性〉の原像は 長い間、遠藤 実 〈母〉として捉えられ 傾向にあったが、現在に至っては、これは修正されつつある。遠藤 作品のな に投影されているこの〈母性〉は、決して彼の実の〈母〉の姿によるものではないのである。自らを 背教者〉であるとする彼を、常に労り、その罪を許すこの〈母〉は、人類 集合的無意識層
から生れている〈母〉に他ならない。そして、この〈母〉が、多くの場合、汎神の〈神々〉の元になっている とも事実である。しかしまた、キリスト教を〈一神論〉的なものに限らせないことに 遠藤文学が持つ特徴があると思われる。遠藤が〈母なるイエス〉を『深い河』において、インドの女神、チャームンダ
l
に見出すことができたのは、
遠藤のこのキリスト教に対する捉え方によるものであろう。そして、これに最も影響を及ぼしていたのは、やはり遠藤のフランス留学という〈西洋体験〉であ と言わざるを得ないのである。
そういう意味で、遠藤の〈母なるイエス〉において、〈病
床体験〉や実際の母との関係、そしてか れ切支丹の問題などが、その影響として問われているな 、フランス留学経験にもう一度焦点を当 てみ 必要があるだろう。
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遠藤周作論一一母なるイエス
本論文は、作家遠藤周作におけるキリスト教(カトリッ
ク)のイメージが、どのように構築され、どのように発展して結論に至ったかを、四章に分けて論じたも である。
全体の構成は、凡例・目次・序章・本論(全四章)とい
う形式を取っており、各章ごとに注釈が付されている。全体の分量は、四
OO
字詰め原稿用紙に換算すると、約四人
O
枚に当たる。まず序章では、遠藤周作における、西洋と日本の精神風
土の違いから来るキリスト教理解の差異を追求するというモチーフについて論じ、このモチーフの延長上に 以下で論じる〈母なるもの〉というテ
l
マが生まれたということ
を述べている。
本論では、第一章「はるかなヨーロッパに向かって」で
は、作家が自身のフランス留学を題材に た小説「アデンまで」「青い小さな葡萄」、さらに初期のエッセイや評論を分析し、そのフランス留学体験が 真 意味での敗戦体
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験・戦後体験につながっていたと解釈している。
第二章「西欧との対決
l
『留学』」では、『留学』に収め
られた三編の短編小説を分析し、遠藤周作に近い人物として造形された主人公が、フランスの地で日本の凡神的風土への自覚をもち、次第にヨーロッパのキリスト教文化に対立する観念を芽生えさせていく過程につい 詳述している。
第三章「〈母なるもの〉に託された日本のイエス
l
『 沈
黙どでは、世界各地の多様なキリスト教解釈に寛容であるべきだ、とした第二次バチカン公会議を反映して、遠藤周作のキリスト教観が明確に変更されていったということについて論じている。それは「父の宗教」から「母の宗教」への転換であり、その論点に立って『沈黙』におけるイエス像や宣教師たちの信仰形態を分析している。
第四章「〈母なるもの〉の言説を生み出している作品た
ち」では、前章のテ
l
マにつながるさまざまな作品を分析
し、さらに「母性」 意味にふれ、遠藤周作のキリスト教観の最終的な成立について論じている。
注記が詳細で厳密であることも本論文の特色で、同時代
評や先行文献についてもほぼ完全に網羅し
以下に本論文の各章の内容と評価について述べる。「序章」では、本論文のめざす方向について述べている。
すなわち、遠藤周作の作品に表われるキリスト教 対する
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西洋と日本の考え方の違いを、両者の精神風土の違いから論じていくという、本論文のモチーフを述べ、さらにこのモチーフの延長上にあるも としての〈母なるもの〉 意味を分析するという、論全体の方向性 明示している であ る 。
第一章「はるかなヨーロッパに向かって」では、遠藤の
初期作品に顕著に表われると もに 初期評論のテ
I
マ で
もあった一神論と汎神論の問題を分析している。
まず第一節「白に表象される のキリスト教
l
『アデンまでどでは、留学時の船中での体験に取材した小説『アデンまで』を分析している。その第一項「白人社
会における有色人種」では、『アデンまで』の描写 おいて黄色という肌の色が強調されていることに注目する。第二項「『肌の色』による優劣の関係」では、主人公 留学生がフランスで白人女性と性的関係をもった で顕在化したコンプレックスについて分析し、善悪よりも美醜で価値判断をする日本人の感覚にふれている。またここ キリスト教社会イコール白人社会という、作家の意識の出発を見ている。第三項「激石型 留学パターン 遠藤周作の留学体験が、ヨーロ パへのコンプレックスに彩られているという点で、いわゆる「鴎外型」ではなく「激石型」の留学体験であ として、遠藤・激石の両者の体験の類似に注目している。
第二節「フランス留学と戦後体験!「青い小さな葡
萄』」では、遠藤周作が戦後最初の日本人留学生であったことから、戦争の問題がこの作品中に強く反映していることを論じている。第一項「戦後という時代を背負って」は、日本が「戦争犯罪国家」であることの認識が、遠藤周作に「真の戦争体験」を与えたということを述べる。第二項「裁く者と裁かれる者」では、小説『青い小さな葡萄』を分析し、その人物配置が 被害国(ポーランド・フランス・朝鮮・フィリピン)の人間と加 ドイツ・日本)の人間という対立と、白人対有色人の対立という二種類の対置になっていて、日本人は二重の差別下に置かれているということを指摘する。そして、裁く・裁かれるという関係と、肌 色の優劣の関係が重なり合っていると述べている。この分析はあざやかである。第三項「絶対性への警戒」では、さらにこの作品の内容にふれ、フランスの対独レジスタンスの中にも、善意の底 ひそむエゴイズムや優越感があり、その善意を自認する「善魔」 排他性・独善性が、じつは西洋のキリスト教 つながるも であると指摘して、作品の背後にあ 作家 宗教観を見 いる。
以上の第一章においては、遠藤周作の留学体験を基盤に
した初期の小説群の中にある と日本 立や優劣の感覚が、遠藤のキリスト教観につながるものであったこと作品の分析から導き出している。こうした立論 鮮やかさ
と、論旨の明確さ、表現の的確さは、評価に値すると判断す る 。
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第二章「西欧との対決|『留学』」では、作品集「留学」
に含まれる一一一つ 短編を統一して読む必要性を述べ、それらに共通する諸問題を分析している。
第一節「ヨーロッパの夢を背負った戦後初の留学生」で
は、『ル
l
アンの夏」を分析している。第一項「影として
の工藤の存在を映し出 『西洋という鋭』」では、作品の主人公である留学生「工藤」の自己認識が二重生活者でありかつ弱者であるという認識だとし よき学生・よき信者であると見せかけ 偽善者の彼に対立するものが、鏡に映った彼の本当の姿だとする。そして、「鏡」とは留学体験を象徴す イメージだとしている。第二項「ポ!ルという霊名に隠されたヨーロッパの布教 夢」では 「工藤」の洗礼名の「ポ
l
ル」が、ル
l
アンのホ
l
ムステイ先の死
んだ息子と同じ 、その息子は神 で、ヨーロッパから日本布教を夢見ていたということが、「工藤」に強いプレッシャーを与えているこ を、ポール
H
パウロ、すな
わち聖書に現れる最初 布教者パウロ 名であると うことと重ね合わせて論じている。第三項「日本の汎 的風土への自覚」では、「工藤」が留学によって日本が汎 的風土だと実感したというこの小説のテ
i
マが、後の『沈黙』
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の テ
l
マにつながっていくと分析する。
第二節「背教者荒木トマスとしての造型」では、のちに
背教神父になった十七世紀の留学生「荒木トマス」の物語を分析している。第一項「荒木トマスのドラマを導いている真の人物は誰か」においては、ヨーロッパ人が「荒木トマス」に押しつけた日本布教の夢を、「工藤」が感じたジレンマと重ね合わせ、作品中の「トマス」のドラマを導いているのは「工藤」
H
遠藤周作の留学体験であるとしてい
る。第二項「背教者へと向けられた眼差し」では、この作品に表われた背教を導くものは「西洋」であると分析する。そして、『沈黙』の「ロドリゴ 」が「踏絵を踏む ことで日本人のキリスト と同化すると う経緯が、すでにこの作品によっ 試みられていたと 。
第三節「〈ヨーロッパ〉というキリスト教との戦い」で
は、キリスト教を支える風土であるヨーロッパというもの考察を軸として『爾も、また』を分析してい 。第一項「『石』の文化が与えている重圧」では、主人公の大学講師「田中」が、自分の泊まっているホテルがブルースト死んだ家であることを知って感じ 息苦しきが、石の集積に象徴されるヨーロッパ 歴史の重みに通じてい として、ヨーロッパ
H
キリスト教世界からの圧迫について論じてい
る。第二項「向坂という先行者」では、作家遠藤周作 反映する留学生「向坂」が結核 発病した理由を、この重苦
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しさに置いている。「田中」も結核になって白い雪の上に略血するが、これは白い色
H
ヨーロッパを汚す行為だと解
釈している。第三項「「ヨーロッパ』への距離感」では、エッセイ「人生の同伴者」での遠藤周作の発言を踏まえてこの中世ヨーロッパの重苦しきを 距離観」という観念から考察している。
以上の第二章においては、遠藤周作の留学体験を踏まえ
た作品をさらに分析し、「ヨーロッパ と う観念に対して「日本」という観念が顕著になってくる過程を考察して、説得力のある論を構築している。また 第一章から第三章への展開を論理的に説明 といえる。
第三章「〈母なるもの〉に託された日本のイエス
l
『 沈
黙』」では、遠藤周作の代表作『沈黙』を分析する。そして、隠れキリシタンの中に日本人固有のキリスト教を見ょうとする遠藤周作の発想は、世界各地の多様な信仰形態を認めようとする第二次バチカン公会議の提言が反映したものだと見 いる。
第一節「『父の宗教』から『母の宗教』への転換」では「ロドリゴ神父」の信仰の変化を分析している。第一項「作品の四段構成に表れている母性性」では、『沈黙』の
構成を、書簡・物語・作家注釈・記録という四段構成だとし、これが客観に始まり客観に終わる「円環構造」であり、
空間的にも長崎に始まり長崎で終わるという円を描いていると指摘する。そしてここにキリスト教の直線的発想と対立する非キリスト教的な円環的発想があるとして、ユングの晶玉陀羅の発想と重ねている。第二項「ロドリゴにおけるキリスト像の変化」では、作品中で「ロドリゴ神父」が思い浮かべる聖書の言葉に注目している。「この街にて迫害せられなば、なお、他 街 行くべし」という布教に熱意を燃やす立場、すなわち自信 満ちたキリスト像から、踏絵のすりき た疲れ果てた、弱くてみじめ キリスト像への変化である。そしてこの変化を通し 、「ロド ゴ神父」における神への距離が近づいていくとする。第三項「背教後のロドリゴ」の姿に施された〈日本化〉の道」では、棄教したのちの「ロドリゴ神父」が「岡田三右衛門」という名を与えられ、日本人の妻をめとらされる いう敗残の姿によって描かれる理由を分析している。そしてそれは、日本人の弱者の典型である「キチジロ
l
」を描くだけ
ではなく、西洋人の「ロドリゴ神父」を「日本化 させる必要があったからだとしている。
第二節「『神の沈黙』が語るものは何か」では、神の沈
黙の意味と、作品中における矛盾 指摘を行なっている。第一項「『母の宗教』への導き手として」では、「ロドリゴ神父」が絶望のうちに思い浮 べるイエス 最後の言葉「エロイ、エロイ、ラマ、サバクタニ」(神よなぜ私を見
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捨てるのですか)は、神の沈黙への恐怖から出たものだとする。第二項「フェレイラ 棄教に垣間見える矛盾」では、「フェレイラ神父」が自分の棄教の理由を日本の汎神論的な風土に置いているが、そこに という問題がない点に注目し、この小説の大きなテ
l
マは「西洋と日本の対
立」であるの 、展開が「神の沈黙」になっているということに、そもそもの矛盾があったのではないかと指摘している。第三項「『踏むがい 」という言葉が生んだドラマ」では、「転ぶ」という行為は殉教を強いている教会への違反でしかなく、神への違反ではないとし、むしろ「ロドリゴ神父」 「転ぶ」こ によって新し 神を獲得したのだとする。しかし 踏むがいい」という言葉で は沈黙を破っているの いか、と う疑問も提出されて る。第四項「背教後の日陰者 してのロドリゴ」では、 ロドリゴ神父」は踏絵を踏んだ者 して 痛みと責任におい日陰者の地位に置かれるわけだが 踏んだ時 「烈し 悦び」とこのみじめさは噛み合わ のでは か、と疑問を呈している。
第三節「切支丹物における〈弱者〉の系譜」ではキリシ
タンを描いた作品におけるさまざまな「弱 」の意味を分析している。第一項「『母の宗教」に導かれ ユダ では、「ロドリゴ神父」が聖書に記述されたユダに対するキリストの言葉を理解し同感する過程を論 ている。第二項
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「〈弱者〉の典型としての『沈黙」のキチジロ
l
」では「キ
チジロ
l
」はユダとして設定されているが、この人物に対
しては作者の愛情が感じられると述べている。第三項「最初の切支丹物『最後の殉教者」」では、最初のキリシタン小説と 書かれた一九五九年の『最後の殉教者」に、すでに弱者 姿と神の沈黙が描かれていたとして、そ 主人公「喜助」に「キチジ
1
」の原型を見ている。第四項
「「雲仙」のキチジロ
l
」では、「キチジロ
I
」と遠藤周作
自身との重ね合わせを、エッセイ『雲仙』の中に見出している。第五項「〈西洋〉のヒロイズムに対置する弱者」では布教者としてのヒロイズムを否定すること 殉教 否定につなが と論じている
D
以上の第三章においては、『沈黙』とその周辺作品の詳
細な分析によって、キリスト教を「弱者の宗教」「母なる宗教」として日本的に理解しようとした遠藤周作の主題方法が明確に指摘され いる。先行文献を超える指摘である 。
第四章「〈母なるもの〉 言説を生み出している作品た
ち」では、第三章で取り上げた遠藤周作の宗教観が成立ていく経緯を、他の作品群から追っていき、さらにその母性の原像について分析し、一定の結論を与えている。
第一節「見出された〈 イエス〉
l
「男と九官鳥』」
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では、「九官鳥」のテ
l
マから母性的キリスト教観の背景
を見ている。第一項〈原始キリスト教団〉に導かれる『男と九官鳥』」では、病院の大部屋に老人の患者が持ち込んだ九官鳥が、他の患者たちのペットになっていく状況を分析し、九官鳥は老人の同伴者イエス、患者たちはキリストの弟子であるとし 、それが原始キリス 教団のイメージであると捉えている。第二項「〈母なるもの〉 おける惨めな神と裏切りの意識」では、小説「童話相」 おける、母を裏切って父の側につ た少年に 遠藤周作 個人的な体験の反映を見ている。第三項「事実、裏切られていたものは何か」では、惨めな九官鳥 は「母なるもの」であり、遠藤周作自身の厳しい母親とは異なる惨め 母へ 造型であるとして、先行文献に多い遠藤周作の母と 重ね合わせに疑問を呈している。
第二節「〈私のイエス〉への具現」では、小説「私のも
の」を分析している。第一項「『妻』に投影された〈同伴者イエス〉」では、イエス
H
同伴者
H
疲れた妻、という重
ね合わせによって、イエスが女性とし 表現され ことに注目している。第二項「『私のもの』 垣間見え 母性」では、こうした母性像 遠藤周作自身の母 結び付けた江藤淳の論を批判している。第三項「病床体験 〈母なるイエス〉」では、作家の中に以前からあった西洋的なキリストとの距離感が、病床体験による「同伴者」 て
実感をもつことによって大きく縮められたと論じている。
第三節「母性の原像|『母なるものどでは、小説『母
なるもの』 中心として、母性とは何かという分析に進んでいる。第一項「集合的無意識に導かれる『母』」では、遠藤周作の描く母、また遠藤周作の夢の中に出てくる母は、実の母親とは異なる「同伴者」的な母であるということに注目して、これをユングのいう集合 無意識の「大母元型」に結び付けている。第二項「相異するこつの母性」では、遠藤周作が描き続けた隠れキリシタンの「聖母」像を、遠藤周作の実の母親の像と対比して分析してい 。第三項「日本のかくれ切支丹からインドの〈深い河〉への更なる道」では、遠藤周作 最後 長編小説『深 河』に描かれる悲しみを背負ったヒンズー教の女神チャームンダ
l
が 、
「母なるもの」の最終的な像であるとして、その展開を考察している。以上の第四章においては、遠藤周作が到達した日本的キ
リスト教における神が、西洋的な「父」ではなく東洋的な「母」であるということを、「沈黙』以外のさまざまな作品から追求している。論者の目は行き届いており、論証の手つきも鮮やかである。全体の終章として 役割をよく果たしていると言えよう。本論文を全体として見ると、筆者の意図は、これまで遠
1遠藤周作論 母なるイエス
藤周作自身の記述を自明のこととし、作家を超えて深く論じられることの少なかった、母性と日本的キリスト教解釈の問題に照明を当てることによって、遠藤周 の作品の意味をさらに深く解明しようとするも であったと考えることができる。
こうした論者の意図は、本論文において、徹底した文献
調査による論証の鍛密さや、先行文献の引用の的確さや、文章表現の明確さや、注釈の綿密さなどによ て あざやかに実現されていると見 ことができよう。
結論として、本論文は、学位論文として適正かつ優秀な
ものと判断される。
以上が、審査報告である。
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